
平成２５年度　事務事業マネジメントシート

Ⅰ　事務事業の目的・内容

Ⅱ　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

Ⅲ　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善　＜※主管課長記入＞

⑴　事務事業についての評価及び今後の方向性

⑵　事務事業の業務改善について

③取り組
みの課題

健康都市の推進について、広く市民に
周知し、事業を拡大していく方法を模
索している。

④今後の
改善計画

全市を挙げて健康都市の実現に向け、
取り組んでいく。また、市民が取り組
む健康づくりを応援していく。平成２
６年８月から日本支部長市となる予定
である。

①今年度
(H25)の
改善計画

②今年度
(H25)に
実施した
取り組み

全市を挙げて健康都市の実現に向け取
り組んでいく。また、市民が企画する
健康づくりを応援していく。

北名古屋市で開催された健康都市連合
日本支部総会及び大会に参加し、健康
都市の推進について研究した。

Ａ　達成できた

Ａ　対象者は適切である

Ａ　削減の余地はない

総合評価

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

Ａ　必要性が高まる
と考えられる

Ｂ　市が担うととも
に、市民協働を進め
るべき

有効性

0.14

個別評価 必要性

今後の必要性

市関与の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

平成25年度

1,060,640 1,004,920 978,180

0.14

目的に対する現状（客観的事実・データに
基づく現在の状況や取組状況）

1,060,640 1,004,920 978,180

健康都市プログラムに位置づけられた
事業について、PDCAサイクルによる評
価を行い計画全体の進捗状況と効果を
明らかにし、その結果施策の一層の充
実のために活用する。

平成23年度 平成24年度

0.14

％ ↗↗↗78.80
まちづくり達成度アンケート　そ
う思う、どちらかといえばそう思
う人の割合

72.40 74.50

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

心身ともに健康と感じて
いる市民の割合

28.40 27.10 30.30 ％ ↗↗↗
まちづくり達成度アンケート　そ
う思う人の割合

名　　称 平成23年度 平成24年度 平成25年度

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

全市民、流山市全体 意図
事業
目的

52

対象

都市そのものを健康にする事業を推進する。その結果、健康でいられる人が増加し、市民の
健康増進が図られるとともに、流山市全体が住みやすいまちになるよう、ＷＨＯ憲章に基づ
いて作成した健康都市プログラムの推進と進行管理を行う。

平成１９年１月１日市制４０周年を記念し、ＷＨＯ憲章を尊重した「健康都市宣言」を行
う。
この健康都市宣言に基づき、平成２０年７月健康都市プログラムを策定し、５本の施策の柱
とリーディングプランに基づき健康都市に向け事業の推進を図る。
平成２２年度所管替えにより企画政策課から社会福祉課に移る。

保健・医療分野で個人ごとの健康推進を図ることはもとよ
り、都市そのものを健康にすることで、そこに住む人々の
健康で豊かな暮らしづくりを推進する。

主管課長河原　智明健康で明るい暮らしづくり

会計 小事大事

01

目項

03 01 01 03

流山が住み心地の良いま
ちと思う市民の割合

事業名

政　策
施　策

04

4-4

健康都市推進事業

４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 主管課 社会福祉課

事務事業の総ｺｽﾄ(a=b+c)

事務事業のコスト

③

④

指標

①

②

人役・嘱託(人)

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

うち一般財源

 事業費（ｂ）（円）

 職員給与費(ｃ)(円)

人役・再任用(人)

人役・臨職(人)

人役・職員(人)


